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                                       （百万円未満切捨て） 

１．平成 20 年３月期第１四半期の連結業績（平成 19 年４月１日 ～ 平成 19 年６月 30 日） 

（1）連結経営成績                           （％表示は対前年同四半期増減率） 

 経 常 収 益 経 常 利 益 四半期（当期）純利益 

 百万円  % 百万円  % 百万円  %

2 0 年３月期第１四半期 16,060 ( △ 3.5 ) 3,164 ( 21.7 ) 2,395 ( 63.0 )

1 9 年３月期第１四半期 16,635 ( △ 4.8 ) 2,600 ( △ 5.3 ) 1,469 ( △ 8.9 )

19 年３月期 65,254  11,591  6,166   

   

 １株当たり四半期 

（当期）純利益 

潜在株式調整後１株当たり 

四半期（当期）純利益 

 円  銭 円  銭

2 0 年３月期第１四半期 10  75 － －

19 年３月期第１四半期 6  59 － －  

19 年３月期 27  67  － －

 

（2）連結財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率（注） １株当たり純資産 

 百万円 百万円 % 円  銭

2 0 年３月期第１四半期 2,937,941  129,336  4.4  579  82

1 9 年３月期第１四半期 2,895,134  120,187  4.0  531  78

19 年３月期 2,842,266  129,153  4.5  578  89  

  （注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末少数株主持分）を期末資産の部の合計で除した比率であり、「銀行

法第 14 条の２の規定に基づき、銀行がその保有する資産等に照らし自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判

断するための基準（平成 18 年金融庁告示第 19号）」に基づいて算出する連結自己資本比率ではありません。なお、「連

結自己資本比率（国内基準）」については、13 ページをご参照ください。 
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２．平成 20 年３月期の連結業績予想（平成 19年４月１日 ～ 平成 20 年３月 31 日） 【参考】 

 （参考：平成 19 年 5月 25 日公表値）         （％表示は、通期は対前期、中間期は対前年中間期増減率） 

 経常収益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益

 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％   円  銭 

中 間 期 

通 期 
30,500 

62,800 

（△5.1）

（△3.8）

   5,500

  12,000

（ 2.4）

（ 3.5）

3,100 

 6,600 

（ 2.9）

（ 7.0）

  13 91 

  29 62 

 

３．その他 

（1）期中における重要な子会社の異動                    ： 無 

（2）会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無      ： 有 

（3） 近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無  ： 無 

  〔（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績予想に関する記述は、当行が本資料の発表日現在において入手可

能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る仮定を前提としております。 

実際の業績は、今後の様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。 
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【定性的情報・財務諸表等】 

 

１．連結経営成績に関する定性的情報 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．連結財政状態に関する定性的情報 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
３．連結業績予想に関する定性的情報 
 
 
 
 
 
 

当第１四半期は、前第１四半期と比較して、経常利益、四半期純利益ともに高い水準となりまし

たが、概ね計画通り推移しており、平成１９年５月２５日に公表いたしました業績予想から変更は

ありません。 

当第１四半期の国内経済は、企業の設備投資の増加、個人消費の堅調推移等総じて緩やかな拡大

基調を維持しております。当行の営業基盤である福島県内の経済も生産活動や雇用情勢の改善が進

み、着実な回復傾向が感じられます。 
一方、金融界では、不良債権問題から利用者保護へと経営課題が大きく転換し、今後も、金融商

品取引法の制定、郵政民営化等取り巻く環境は大きく変化してきております。 
こうした中、当行は、平成１８年４月から、「地域における存在感・企業価値の向上」をメイン

テーマに掲げた中期経営計画“ＴＯＨＯ躍進プラン２００６”を策定し、「トップライン強化プラ

ン」「地域活力サポートプラン」「働きがい倍増プラン」「ガバナンス強化プラン」の４つの重点プ

ランに基づき、常に「お客さまの目線」に立ちつつ、各種経営目標の達成に向け具体的施策を実践

してまいりました。その結果、当第１四半期の業績は、次のとおりとなりました。 
損益状況につきましては、貸出金の増強に鋭意取組んだほか、公共債・投資信託・保険商品など

の預かり資産の積極的な推進による役務取引等収益の増強に努め、経費の削減にも注力いたしまし

た。 
さらに、従来から、経営改善・事業再生支援への積極的な取組みを通じ、資産の健全化、不良債

権の発生防止に努めてまいりました結果、当四半期においては、不良債権処理額が前期比減少し、

貸倒引当金取崩益を計上することとなりました。その結果、経常利益は、前年同期比５億６４百万

円増益の３１億６４百万円、当期純利益は、前年同期比９億２６百万円増益の２３億９５百万円と

なりました。 

主要勘定の動向 

(1) 預金につきましては、取引基盤の拡充に積極的に取組むとともに、お客さまの多様化する資金
運用ニーズに的確にお応えし、預金および預かり資産全体での増強を図りました。 
その結果、預金は、平成１９年３月末比、５８５億円増加し２兆６，２４７億円となり、譲渡

性預金を含む総預金では、同様に９３０億円増加し２兆７，５９０億円となりました。 
また、公共債・投資信託・個人年金保険等を対象とした預かり資産残高は、平成１９年３月末

比２０５億円増加し４，１９２億円となりました。 
(2) 貸出金につきましては、住宅ロ－ンを中心とした個人向けロ－ンの増加があったものの、貸出
金全体では、平成１９年３月末比１９１億円減少し、１兆８，３５０億円となりました。 

(3) 有価証券につきましては、投資環境や市場動向に留意した資金運用に努めました結果、国債等

を中心に平成１９年３月末比４８９億円増加し７，４９６億円となりました。 
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４．その他 

 （１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 
 
 
 
 
 （２）会計処理の方法における簡便な方法の採用 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
 
 

 （３）追加情報 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

該当ありません。 

当行は、中間（連結）財務諸表等の作成基準をベースとしつつ、以下のとおり投資者等の利害

関係者の投資判断を大きく誤らせないと考えられる範囲で一定の「簡便な手続」を採用しており

ます。 

なお、四半期財務情報に関する計数は、監査法人による監査を受けておりません。 

【会計処理の方法における簡便な方法】 

 （1） 貸倒引当金の計上基準 

 当四半期の貸倒引当金は、平成１９年６月末の自己査定結果による債権残高を基準として

おりますが、正常先・要注意先にかかる一般貸倒引当金および破綻懸念先にかかる個別貸倒

引当金については平成１９年３月期において適用した貸倒実績率等により算出・引当を行っ

ております。 

（2） 法人税等の計上基準 

 当四半期における税金費用は、法定実効税率をベースとした年間予測税率を基に算出して

おり、「法人税等調整額」は「法人税、住民税及び事業税」に含めて四半期連結損益計算書

に表示しております。 

「減価償却に関する当面の監査上の取扱い」（日本公認会計士協会監査・保証実務委員会報告

第 81 号平成 19 年４月 25 日）が公表されたことに伴い、前連結会計年度末までに取得した有形

固定資産については、償却可能限度額まで償却した事業年度の翌事業年度以後５年間で備忘価額

まで均等償却を行う方法に変更し、当第１四半期において、前連結会計年度末までに償却可能限

度額に達した有形固定資産について均等償却を行っております。これにより、従来の方法に比べ

営業経費は３１百万円増加し、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ同額減少して

おります。 
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５．（要約）四半期連結財務諸表 
 

（1）（要約）四半期連結貸借対照表 
（単位：百万円、％） 

  前年同四半期末 当四半期末 

 科    目 

 

平成 19 年３月期

第 １ 四 半 期 末

 

 

平成 20 年３月期 

第 １ 四 半 期 末 

増  減 

 

 

（参 考）前期末

（平成19年3月期末）

  金  額 金  額 金 額 増減率 金  額 

 （資 産 の 部）       
 現 金 預 け 金 53,817 71,748 17,931 33.3  187,296
 コールローン及び買入手形 114,786 230,986 116,200 101.2  51,180
 買 入 金 銭 債 権 10 0 △10 △100.0  2
 商 品 有 価 証 券 2,451 811 △1,640 △66.9  1,328
 金 銭 の 信 託 11,827 13,269 1,442 12.2  13,200
 有 価 証 券 764,225 749,670 △14,555 △1.9  700,728
 貸 出 金 1,890,579 1,835,022 △55,557 △2.9  1,854,162
 外 国 為 替 553 773 220 39.8  582
 そ の 他 資 産 21,369 10,492 △10,877 △50.9    9,147
 有 形 固 定 資 産 51,801 38,719 △13,082 △25.3  39,121
 無 形 固 定 資 産 3,893 2,004 △1,889 △48.5  2,158
 繰 延 税 金 資 産 21,733 14,583 △7,150 △32.9    13,597
 支 払 承 諾 見 返 15,711 8,035 △7,676 △48.9  8,770
 貸 倒 引 当 金 △57,627 △38,177 19,450 33.8  △39,010

 資 産 の 部 合 計 2,895,134 2,937,941 42,807 1.5  2,842,266
 （負 債 の 部）       
 預 金 2,552,053 2,624,788 72,735 2.9  2,566,268
 譲 渡 性 預 金 150,377 134,273 △16,104 △10.7  99,705
 コールマネー及び売渡手形 14,802 1,232 △13,570 △91.7  1,180
 借 用 金 3,212 ― △3,212 △100.0  ―
 外 国 為 替 323 265 △58 △18.0  216
 社 債 15,000 15,000 ― ―  15,000
 そ の 他 負 債 9,034 11,195 2,161 23.9  7,789
 役 員 賞 与 引 当 金 ― 11 11 ―  45
 退 職 給 付 引 当 金 9,673 8,625 △1,048 △10.8  8,915
 役 員 退 職 慰 労 引 当 金 ― 492 492 ―  534
 再評価に係る繰延税金負債 4,758 4,684 △74 △1.6  4,688
 支 払 承 諾 15,711 8,035 △7,676 △48.9  8,770
 負 債 の 部 合 計 2,774,946 2,808,604 33,658 1.2  2,713,113
 （純 資 産 の 部）       
 資 本 金 18,684 18,684 ― ―  18,684
 資 本 剰 余 金 8,819 8,820 1 0.0  8,819
 利 益 剰 余 金 85,071 90,936 5,865 6.9  89,259
 自 己 株 式 △184 △217 △33 △17.9  △211
 株 主 資 本 合 計 112,391 118,223 5,832 5.2  116,552
 その他有価証券評価差額金 5,338 10,198 4,860 91.0  11,664
 繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 △83 ― 83 100.0  ―
 土 地 再 評 価 差 額 金 853 745 △108 △12.7  750
 評価・換算差額等合計 6,108 10,943 4,835 79.2  12,415
 少 数 株 主 持 分 1,687 168 △1,519 △90.0  185
 純 資 産 の 部 合 計 120,187 129,336 9,149 7.6  129,153
 負債及び純資産の部合計 2,895,134 2,937,941 42,807 1.5  2,842,266
（注）１．記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

    ２．記載金額は、中間決算に準じた処理を行い算定したものですが、一部の決算処理を簡便化して算定しております。 
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(2)（要約）四半期 連結損益計算書 
（単位：百万円、％） 

  前年同四半期 当 四 半 期 

 

平成19年３月期

第１ 四 半 期 

 

平成 20 年３月期

第 １ 四 半 期 

増  減 
（参 考）前期 

（平成 19 年 3月期）

 科    目  

金  額 金  額 金 額 増減率 金  額 

経 常 収 益 16,635 16,060 △575 △3.5   65,254

 資 金 運 用 収 益  11,407 12,335 928 8.1   45,682

 （ う ち 貸 出 金 利 息 ）  ( 8,754 ) ( 9,676 ) 922 10.5  ( 36,500 )

 （うち有価証券利息配当金）  ( 2,612 ) ( 2,374 ) △238 △9.1  ( 8,810 )

 信 託 報 酬  ― ― ― ―   0

 役 務 取 引 等 収 益  2,730 2,798 68 2.5   11,060

 そ の 他 業 務 収 益  1,759 141 △1,618 △92.0   6,704

 そ の 他 経 常 収 益  737 785 48 6.5   1,807

経 常 費 用 14,035 12,896 △1,139 △8.1   53,663

 資 金 調 達 費 用  484 1,565 1,081 223.3   3,358

 （ う ち 預 金 利 息 ）  ( 135 ) ( 1,404 ) 1,269 940.0  ( 2,389 )

 役 務 取 引 等 費 用  983 1,019 36 3.7   4,003

 そ の 他 業 務 費 用  2,874 1,259 △1,615 △56.2   9,545

 営 業 経 費  9,084 8,931 △153 △1.7   35,500

 そ の 他 経 常 費 用  609 120 △489 △80.3   1,255

経 常 利 益 2,600 3,164 564 21.7   11,591

特 別 利 益 2 836 834 41,700.0   33

特 別 損 失 46 12 △ 34 △73.9   984

税金等調整前四半期（当期）純利益 2,556 3,988 1,432 56.0   10,641

法人税、住民税及び事業税 1,028 1,596 568 55.3   187

過 年 度 法 人 税 等 ― ― ― ―   △120

法 人 税 等 調 整 額 ― ― ― ―   4,299

少 数 株 主 利 益 

（ △ は 少 数 株 主 損 失 ） 
58 △2 △60 △103.4   107

四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益 1,469 2,395 926 63.0   6,166

（注）１．記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

    ２．記載金額は、中間決算に準じた処理を行い算定したものですが、一部の決算処理を簡便化して算定しております。 
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(3)（要約）四半期 連結株主資本等変動計算書 
 

 

前年同四半期（平成 19 年３月期 第１四半期）                   （単位：百万円） 
 

株 主 資 本  

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

平成 18 年３月 31 日残高 18,684 8,819 84,303 △177 111,630

当四半期中の変動額 

 剰余金の配当  △667  △667

 役員賞与  △35  △35

 四半期純利益  1,469  1,469

 自己株式の取得  △7 △7

 自己株式の処分  0 0 0

 土地再評価差額金の取崩  1  1

 
 

株主資本以外の項目の当
四半期の変動額（純額） 

  ―

当四半期中の変動額合計 ― 0 767 △6 760

平成 18 年６月 30 日残高 18,684 8,819 85,071 △184 112,391

                                               

評価・換算差額等  

その他有価証券

評価差額金 

繰延ヘッジ
損益 

土地再評価
差額金 

評価・換算差
額等合計 

少数株主持分 純資産合計

平成 18 年３月 31 日残高 9,232 ― 854 10,087 1,637 123,354

当四半期中の変動額  

剰余金の配当  ―  △667

役員賞与  ―  △35

四半期純利益  ―  1,469

自己株式の取得  ―  △7

自己株式の処分  ―  0

土地再評価差額金の取崩  ―  1

 
 

株主資本以外の項目の当
四半期の変動額（純額） 

△3,893 △83 △1 △3,978 50 △3,928

当四半期中の変動額合計 △3,893 △83 △1 △3,978 50 △3,167

平成 18 年６月 30 日残高 5,338 △83 853 6,108 1,687 120,187

（注）１．記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

    ２．記載金額は、中間決算に準じた処理を行い算定したものですが、一部の決算処理を簡便化して算定しております。 
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当四半期（平成 20 年３月期 第１四半期）                      （単位：百万円） 

 

株 主 資 本  

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

平成 19 年３月 31 日残高 18,684 8,819 89,259 △211 116,552

当四半期中の変動額 

 剰余金の配当  △724  △724

 四半期純利益  2,395  2,395

 自己株式の取得  △6 △6

 自己株式の処分  0 0 1

 土地再評価差額金の取崩  5  5

 
 

株主資本以外の項目の当
四半期の変動額（純額） 

  ―

当四半期中の変動額合計 ― 0 1,676 △5 1,671

平成 19 年６月 30 日残高 18,684 8,820 90,936 △217 118,223

                                               

評価・換算差額等  

その他有価証券
評価差額金 

土地再評価 
差額金 

評価・換算 
差額等合計 

少数株主持分 純資産合計 

平成 19 年３月 31 日残高 11,664 750 12,415 185 129,153

当四半期中の変動額  

剰余金の配当  ―  △724

四半期純利益  ―  2,395

自己株式の取得  ―  △6

自己株式の処分  ―  1

土地再評価差額金の取崩  ―  5

 
 

株主資本以外の項目の当
四半期の変動額（純額） 

△1,465 △5 △1,471 △16 △1,487

当四半期中の変動額合計 △1,465 △5 △1,471 △16 183

平成 19 年６月 30 日残高 10,198 745 10,943 168 129,336

（注）１．記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

    ２．記載金額は、中間決算に準じた処理を行い算定したものですが、一部の決算処理を簡便化して算定しております。 
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前連結会計年度（平成 18 年４月１日から平成 19 年３月 31 日まで）        （単位：百万円） 

 

（注）１．記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

２．平成 18 年６月の定時株主総会における利益処分項目であります。 

株主資本 
 

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成 18 年 3月 31 日残高 18,684 8,819 84,303 △177 111,630

連結会計年度中の変動額   

剰余金の配当（注 2） △667  △667

剰余金の配当 △612  △612

役員賞与（注 2） △35  △35

当期純利益 6,166  6,166

自己株式の取得 △40 △40

自己株式の処分 0 4 5

持分変動による自己株式の減少 1 1

土地再評価差額金の取崩 103  103

 

株主資本以外の項目の連結会計年

度中の変動額（純額） 
 ―

連結会計年度中の変動額合計 ― 0 4,955 △34 4,922

平成 19 年 3月 31 日残高 18,684 8,819 89,259 △211 116,552

 

評価・換算差額等 

 その他有価証
券評価差額金

土地再評価 
差額金 

評価・換算 
差額等合計 

少数株主持分 純資産合計 

平成 18 年 3月 31 日残高 9,232 854 10,087 1,637 123,354

連結会計年度中の変動額  

剰余金の配当（注 2） ―  △667

剰余金の配当 ―  △612

役員賞与（注 2） ―  △35

当期純利益 ―  6,166

自己株式の取得 ―  △40

自己株式の処分 ―  5

持分変動による自己株式の減少 ―  1

土地再評価差額金の取崩 ―  103

 

株主資本以外の項目の連結会計年

度中の変動額（純額） 
2,432 △103 2,328 △1,451 876

連結会計年度中の変動額合計 2,432 △103 2,328 △1,451 5,798

平成 19 年 3月 31 日残高 11,664 750 12,415 185 129,153
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６．セグメント情報 

（1）事業の種類別セグメント情報 

      当四半期（自 平成 19 年４月１日 至 平成 19 年６月 30 日） 

         前連結会計年度末において、従来、連結子会社であった東邦リース株式会社（リース業務）が連結
の範囲から除外された結果、「その他の業務」の全セグメントに占める割合が僅少となったことから、
当四半期より事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

 

【参考】前年同四半期（自 平成 18 年４月１日 至 平成 18 年６月 30 日）         （単位：百万円） 

 銀行業務 その他の業務 計 消去又は全社 連  結 

経常収益  

 (1)外部顧客に対する経常収益 15,183 1,452 16,635 ― 16,635

 (2)セグメント間の内部経常収益 25 477 502 (502) ―

計 15,208 1,929 17,137 (502) 16,635

経常費用 12,720 1,849 14,570 (535) 14,035

経常利益 2,487 79 2,567 32 2,600

  （注）１．記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

          ２．業務区分は、連結会社の事業の内容により区分しております。なお、「その他の業務」はリース業務等であります。 

          ３．一般企業の売上高及び営業利益に代えて、それぞれ経常収益及び経常利益を記載しております。 

 

 （2）所在地別セグメント情報 

    セグメントは日本のみであるため、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。 

 

 （3）国際業務経常収益 

    国際業務経常収益が連結経常収益の10％未満のため、国際業務経常収益の記載を省略しております。 
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四半期情報の開示について 
 

 当行の平成２０年３月期 第１四半期（平成１９年４月１日から平成１９年６月３０日まで）における 

四半期情報について、お知らせいたします。 

（注）以下に記載する各四半期の数値は、監査を受けておりません。 

１． 平成１９年度第１四半期損益の状況【 単体 】 

【 単体 】                                    （単位：百万円） 
平成１９年度
第１四半期 
（３ヵ月間）

平成１８年度
第１四半期 
（３ヵ月間）

前年 
同四半期比  

 
(Ａ) (Ｂ)  (Ａ) － (Ｂ) 

 
平成１９年度
中間期予想値
（６ヵ月間）

経 常 収 益 16,040 15,191 849  30,500

業 務 粗 利 益 11,456 11,516 △60  

資 金 利 益 10,777 10,952 △175  

役 務 取 引 等 利 益 1,778 1,748 30  

そ の 他 業 務 利 益 △1,099 △1,183 84  

 
 
 

（①うち国債等債券損益） （△952) (△1,110) (158)  

経 費 （ 除 く 臨 時 処 理 分 ） 8,958 9,150 △192  

うち人 件 費           4,640 4,632 8   
 
 うち物 件 費           3,904 4,048 △144  

② 実 質 業 務 純 益 2,497 2,366 131  

コア実質業務純益（②－①） 3,450 3,477 △27  6,300

③ 一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 ― △120 120  

業 務 純 益 2,497 2,486 11  6,200

臨 時 損 益 680 8 672  

 ④ う ち 不 良 債 権 処 理 額 ― 467 △467  

 う ち 株 式 等 関 係 損 益 187 373 △186  

経 常 利 益 3,177 2,494 683  5,500

特 別 損 益 821 △44 865  

 ⑤うち貸倒引当金取崩益 833 ― 833  

税 引 前 四 半 期 純 利 益 3,998 2,450 1,548  

税 金 費 用 （ 注 ） 1,600 980 620  

四 半 期 （ 中 間 ） 純 利 益 2,398 1,470 928  3,000

   

（貸倒償却引当費用③+④-⑤） (△833) （346） (△1,179)  

（注）１．「税金費用」には、「法人税、住民税及び事業税」および「法人税等調整額」の合計額を記載しております。 

２．平成 19 年度第 1 四半期は、一般貸倒引当金、個別貸倒引当金ともに取崩となったため、当該金額を貸倒引当
金取崩益として特別利益に計上しております。 

（１）コア実質業務純益（債券関係損益及び一般貸倒引当金繰入額を除いた業務純益） 
 役務取引等利益の増強、経費削減などにより、コア実質業務純益は３４億５０百万円（中間期
予想比進捗率５４．７％）となり概ね計画通りに推移しております。 

（２）経常利益・四半期純利益 
不良債権処理額が減少し、貸倒引当金取崩益を計上したことなどから、経常利益は前年同期比

６億８３百万円増益の３１億７７百万円（中間期予想比進捗率５７．７％）、四半期純利益は前年
同期比９億２８百万円増益の２３億９８百万円（中間期予想比進捗率７９．９％）となり、コア
実質業務純益と同様に順調に推移しております。 

なお、５月２５日に公表いたしました業績予想の変更はありません。 

（参 考） 
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２．主要勘定の業績【 単体 】 
 
（１）預金等の状況【 単体 】 

 

 

 

 
 

                                          （単位：億円） 
  【期末残高】                             （参考） 

    平成 19 年６月末
19 年３月末比 18 年６月末比  

19 年３月末 18 年６月末

預金等 27,597 932 564 26,665 27,033

 うち個人預金 18,680 544 692 18,135 17,987
  

  うち福島県内 26,591 927 560 25,663 26,031

  （注）預金等＝預金＋譲渡性預金 
    
  （参考）預かり資産（公共債、投資信託、個人年金保険）の残高 

   平成 19 年６月末
19 年３月末比 18 年６月末比 

19 年３月末 18 年６月末

公共債（国債等） 2,614 79 215 2,535 2,399

投資信託 1,304 118 435 1,185 868

個人年金保険 273 7 39 265 233

合 計 4,192 205 691

 

3,986 3,501

 

（２）貸出金の状況【 単体 】 

 

 

 

                                               （単位：億円） 
  【期末残高】                             （参考） 

   平成 19 年６月末
19 年３月末比 18 年６月末比 

19 年３月末 18 年６月末

貸出金 
（コア貸出金） 

18,350

(18,350)

△191

(△191)

△656

(△156)

18,541 

(18,541) 

19,006

(18,506)

うち個人ローン 5,375 22 140 5,353 5,235 

 住宅ローン 4,707 33 163

 

4,674 4,544
  

  うち福島県内 14,947 △247 △676  15,195 15,624

  （注）コア貸出金……財務省、預金保険機構向け貸出金を除いた貸出金 
 
   中小企業等貸出金残高・比率                    （参考） 

   平成 19 年６月末
19 年３月末比 18 年６月末比 

19 年３月末 18 年６月末

中小企業等貸出金残高 12,071 △257 △281 12,328 12,352

中小企業等貸出金比率 65.78％ △0.71％ 0.79％

 

66.49％ 64.99％

 

 預金等の残高は、個人預金、法人預金、公金預金の増加により、１９年３月末比９３２億円増加
し２兆７，５９７億円となりました。 
 また、公共債（国債等）、投資信託および個人年金保険を対象とした預かり資産残高は、１９年
３月末比２０５億円増加し４，１９２億円となりました。 

住宅ローンを中心に個人向けローンが増加しましたが、貸出金全体では、１９年３月末比１９１
億円減少し１兆８，３５０億円となりました。 
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３．時価のある有価証券の評価差額【 連結 】 

 

 

 

 

 
                                          （単位：億円） 
                      （参考） 

平成１９年６月末(連結) 平成１９年３月末(単体) 平成１８年６月末(単体)

時価 評価差額 時価 評価差額 時価 評価差額  

  うち益 うち損  うち益 うち損   うち益 うち損

その他有価証券 6,984 163 289 125 6,499 188 290 102 7,136 89 265 176

株式 669 270 278 8 658 264 275 11 623 243 254 11

債券 5,603 △90 5 96 5,151 △67 10 77 5,707 △123 8 132 

その他 711 △15 5 21 688 △9 4 13 805 △30 2 32

（注）１．「評価差額」および「含み損益」は、取得原価と時価との差額を計上しております。 
   ２．その他有価証券の「その他」は外国証券等であります。 
   ３．なお、満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。また、時価のある子会社・関連会社株

式はありません。 

                      （参考） 
平成１９年６月末(連結) 平成１９年３月末(単体) 平成１８年６月末(単体)

帳簿 含み損益 帳簿 含み損益 帳簿 含み損益  

価額  うち益 うち損 価額  うち益 うち損 価額  うち益 うち損

満期保有目的の

債券 
411 △6 － 6 411 △2 1 3 413 △10 － 10

 
 
 
４．連結自己資本比率（国内基準） 

 

 

 

 

 
 
                         （参考） 

 
平成１９年９月末 

（予想値） 

平成１９年３月末 

（実績） 

連結自己資本比率 １０．７％程度 １０．５８％

連結ＴｉｅｒⅠ比率 ８．８％程度 ８．６８％

（注）上記予想値は、経営環境に関する前提条件の変化等に伴い変動することがあります。 

 
 
 
 
 

時価のある有価証券（その他有価証券）の評価差額は１６３億円の評価益となりました。 

 １９年９月末の連結自己資本比率（予想値）は、１０．７％程度の見込みです。 
また、Ｔｉｅｒ１比率（コアの自己資本比率）は８．８％程度の見込みです。 
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５．「金融再生法ベースのカテゴリーによる開示」【 連結 】 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：億円） 

                         （参考）              

 平成１９年６月末 
（連結） 

平成１９年３月末（実績）

（単体） 
平成１８年６月末 

（単体） 
破産更生債権及び 
これらに準ずる債権 ２４９ ２４６ ４２４

危険債権 ４０９ ４０７ ４２９

要管理債権 １６９ １６８ １６０

合 計 ８２８ ８２２ １，０１５
 
総与信に占める 
開示債権額の割合 ４．４６％  ４．３９％  ５．２８％

（注）上記の平成１９年６月末の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第４条に規定する
各債権のカテゴリーにより分類しております。 

   また、各計数は、当行の定める資産の自己査定基準に基づき、平成１９年６月末時点での資産査定の結果による債
務者区分（※）残高を前提としております。 

※債務者区分との関係 
 破産更生債権及びこれらに準ずる債権 ： 実質破綻先、破綻先の債権 
 危険債権 ： 破綻懸念先の債権 
 要管理債権 ： 要注意先のうち、元金または利息の支払いが３ｶ月以上延滞して

いるか、または貸出条件を緩和している債権 

（参考）部分直接償却を実施した場合         

 平成１９年６月末 
（連結） 

平成１９年３月末（実績）

（単体） 
平成１８年６月末 

（単体） 

金融再生法開示債権額 ６９９ ６９６ ７３４

総与信に占める 
開示債権額の割合 ３．７９％ ３．７４％ ３．８８％

 
 
６．デリバティブ取引【 連結 】 

 

 

 

 
                                          （単位：億円） 
（１）金利関連取引 
                      （参考） 

平成１９年６月末(連結) 平成１９年３月末(単体) 平成１８年６月末(単体) 区

分 
種類 

契約額等 時価 評価損益 契約額等 時価 評価損益 契約額等 時価 評価損益

取 
引 
所 

――― － － － － － － － － －

店

頭 
金利 

スワップ 
14 △0 △0 34 △0 △0 45 △0 △0

 （注）ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。 

 １９年６月末の金融再生法ベースのカテゴリーによる開示債権額は８２８億円、総与信に占める
開示債権額の割合は４．４６％となりました。 
当行は、部分直接償却を実施しておりませんが、実施した場合の金融再生法ベースのカテゴリーに

よる開示債権額は６９９億円、総与信に占める開示債権額の割合は３．７９％となっております。 

 当行は、対顧客取引等から生じる様々なリスクを適切に把握し、これらのリスクをコントロール
するための有効な方法の一つとしてデリバティブ取引を行っております。 
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（２）通貨関連取引 
                      （参考） 

平成１９年６月末(連結) 平成１９年３月末(単体) 平成１８年６月末(単体) 区

分 
種類 

契約額等 時価 評価損益 契約額等 時価 評価損益 契約額等 時価 評価損益

取 
引 
所 

――― － － － － － － － － －

店

頭 

通貨 

スワップ 

為替予約 

通貨オプ

ション 

－ 

167 

－ 

－ 

△2 

－ 

－

△2

－

－

158

－

－

0

－

－

0

－

－ 

235 

－ 

－ 

△4 

－ 

－

△4

－

 （注）ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。 
 
（３）株式関連取引 

    該当ありません。 
 
（４）債券関連取引 

    該当ありません。 
 

（５）商品関連取引 

    該当ありません。 
 
（６）その他 

    該当ありません。 
 
 

以  上 

 
 


